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◎特集 森のコンクール

　

国
際
森
林
年
の
今
年
、森
林
・
林
業
、

木
材
利
用
に
関
係
す
る
取
組
や
活
動
、

作
品
等
を
対
象
に
し
た
顕
彰
が
様
々

お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
際
森
林
年
の
国
内
テ
ー
マ
は『
森

を
歩
く
』。
サ
ブ
テ
ー
マ
は「
未
来
に

向
か
っ
て
日
本
の
森
を
活
か
そ
う
」、

「
森
林
・
林
業
再
生
元
年
」。
今
号
で

紹
介
す
る
受
賞
者
、
受
賞
作
品
は
、

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
象
徴
す
る
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。
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◎特集 世界自然遺産「小笠原諸島」

　
　

親
子
林
業
体
験
in
夏
休
み

　

８
月
23
日
（火）
、
高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー

（
八
王
子
市
）で
、
小
学
生
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
受
賞
者
の
小
学
生
と
そ
の
家
族

を
対
象
に
し
た「
親
子
林
業
体
験
in
夏

休
み
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
メ
ン
バ
ー
の
親
子
13
名
は
、
森

林
ふ
れ
あ
い
館
に
て
森
林
セ
ン
タ
ー
職

員
に
よ
る
人
工
林
の
育
て
方
や
間
伐
方

法
の
説
明
を
受
け
た
後
、
森
林
へ
移
動

し
、
実
際
に
ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
て
伐
採
、

枝
払
い
、
玉
切
り
な
ど
の
間
伐
体
験
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
か
ら
は
丸
太

切
り
と
木
工
を
体
験
し
、
八
溝
山
ス
ギ

の
本
棚
な
ど
を
作
成
し
ま
し
た
。

◎特集 森のコンクール

２
０
１
１
国
際
森
林
年「
日
本
の
森

を
元
気
に
す
る
」小
学
生
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
は
、「
森
の
木
を
切
っ
て
使
う

こ
と
は
、
日
本
の
森
を
元
気
に
す
る

た
め
に
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
か
、

思
い
ま
せ
ん
か
」と
い
う
課
題
で
、
小

学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象
に

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
オ
フ
ィ
ス
古
紙
の
リ
サ

イ
ク
ル
と
間
伐
促
進
に
よ
る
森
林
の

健
全
化
に
取
り
組
む
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
オ

フ
ィ
ス
町
内
会
」が
主
催
。
審
査
の
結

果
、
グ
ラ
ン
プ
リ
１
名
、
準
グ
ラ
ン

プ
リ
23
名
、
優
秀
賞
21
名
が
決
ま
り

ま
し
た
。

平
成
23
年
６
月
２
日
（木）
に
江
東
区
豊

洲
の
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
で
行
わ
れ
た

表
彰
式
で
は
、
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
の

牛
田
大
喬
君
に
よ
る
受
賞
作
文
の
朗
読

が
行
な
わ
れ
た
後
、
皆み
な
が
わ川
林
野
庁
長
官

か
ら
盾
の
授
与
と「
日
本
の
山
を
も
っ

と
よ
く
す
る
た
め
に（
日
本
の
）木
を
使

う
こ
と
が
大
切
。
日
本
や
世
界
の
森
の

こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
若
い
人
た
ち
に
考

え
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
。」と
の
祝
辞

が
あ
り
ま
し
た
。
牛
田
君
は
オ
フ
ィ
ス

町
内
会
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
て
い
る

「
キ
ッ
ザ
ニ
ア
の
森
」に
て
枝
打
ち
を
体

験
し
ま
し
た
。
こ
の「
キ
ッ
ザ
ニ
ア
の

森
」で
は
、
森
が
健
康
に
育
つ
た
め
に
手

入
れ
が
必
要
な
こ
と
を
楽
し
く
学
習
で

き
る
と
と
も
に
、
ノ
コ
ギ
リ
の
安
全
な

使
い
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

グ
ラ
ン
プ
リ
作
品

牛う
し
だ田 

大ひ
ろ
た
か喬

「
森
に
手
助
け
は
必
要
だ
」

　

牛
田
君
は
作
文
の
中
で「
森
の
木
を
切

る
の
が
必
要
な
の
は
、
た
と
え
ば
メ
ダ

カ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
を
育

て
る
と
き
に
お
手
入
れ
を
す
る
の
が
必

要
な
の
と
、同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。（
中
略
）

だ
れ
か
森
を
管
理
す
る
人
が
つ
い
て
、
常

に
手
助
け
を
で
き
る
よ
う
に
し
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
。」と
書
い
て
お
り
、
森
の

管
理
を
身
近
な
ペ
ッ
ト
の
飼
育
に
喩
え
、

森
を
元
気
に
す
る
た
め
の
間
伐
を「
手
助

け
」と
表
現
し
た
牛
田
君
の
森
に
対
す
る

温
か
い
気
づ
か
い
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

2011国際森林年

小学生作文
コンクール

「キッザニアの森」の前で記念撮影

主催：環境NPOオフィス町内会（森の町内会）
協力：株式会社キッズシティージャパン
後援：林野庁

グランプリ賞の盾の授与

高尾森林センターでの林業体験
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◎特集 森のコンクール

主催：内閣府   

平
成
23
年
６
月
22
日
（水）
、
首
相
官
邸

に
お
い
て
、
平
成
23
年（
第
５
回
）み
ど
り

の
学
術
賞
及
び
平
成
23
年
緑
化
推
進
運

動
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
授
賞
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
授
賞
式
後
、
受
賞

者
が
御
所
に
お
い
て
天
皇
皇
后
両
陛
下

に
よ
る
御
接
見
を
賜
り
ま
し
た
。

平成23年
みどりの学術賞
緑化推進運動功労者
内閣総理大臣
表彰

　
　

み
ど
り
の
学
術
賞

　
「
み
ど
り
の
学
術
賞
」は
、
国
内
に
お

い
て
植
物
、
森
林
、
緑
地
、
造
園
、
自

然
保
護
等
に
係
る
研
究
、
技
術
の
開
発

そ
の
他「
み
ど
り
」に
関
す
る
学
術
上
の

顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
に
内
閣
総

理
大
臣
が
授
与
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
田
畑
貞
壽
千
葉
大
学
名
誉
教

授
及
び
、 

佐
藤
公
行
岡
山
大
学
名
誉
教

授
の
２
名
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
田た
ば
た畑 

貞さ
だ
と
し壽　

千
葉
大
学 

名
誉
教
授

　

造
園
学
・
環
境
計
画
学
。
一
定
の
地

域
内
に
あ
る
樹
林
、
草
地
、
水
辺
、
農

地
な
ど
の
み
ど
り
で
覆
わ
れ
た
土
地

を「
緑
被
地
」、
そ
の
割
合
を「
緑
被
地

率
」と
い
う
新
た
な
概
念
と
指
標
を
用

い
て
、
地
域
環
境
に
お
け
る
み
ど
り
の

多
面
的
機
能
の
数
量
的
検
証
と
地
域
の

緑
被
地
構
造
解
析
を
行
い
、
多
様
な
緑

被
空
間
の
多
面
的
機
能
の
組
合
せ
に
よ

る「
グ
リ
ー
ン
・
マ
ト
リ
ッ
ク
ス 
シ
ス

テ
ム
」と
よ
ぶ
独
自
の
緑
地
環
境
計
画

手
法
を
提
案
。
日
本
各
地
の
緑
地
計
画

や
自
然
環
境
保
全
計
画
と
し
て
汎
用
さ

れ
、
み
ど
り
の
都
市
づ
く
り
な
ど
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
自
然
保
護

運
動
を
支
え
、
斯
学
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。

佐さ
と
う藤 

公き
み
ゆ
き行　

岡
山
大
学 

名
誉
教
授

　

植
物
生
理
学
。
植
物
の
光
合
成
の
過

程
で
起
き
る
光
化
学
反
応
は
葉
緑
体
の

チ
ラ
コ
イ
ド
膜
の
中
で
行
わ
れ
ま
す
。
そ

の
最
初
の
反
応
で
あ
る
水
を
分
解
し
て

酸
素
と
プ
ロ
ト
ン
を
つ
く
る
反
応
の
場

で
あ
る
光
化
学
系
Ⅱ
複
合
体
を
、
そ
の
活

性
を
保
持
し
た
ま
ま
高
純
度
に
精
製
す

る
こ
と
に
世
界
に
先
駆
け
て
成
功
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
複
合
体
の
全
体
像
を
初

め
て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
一
連

の
研
究
成
果
は
極
め
て
高
く
評
価
さ
れ
、

そ
の
後
の
光
化
学
系
、
ひ
い
て
は
光
合
成

研
究
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。

　
　
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

　
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣

表
彰
は
、
緑
化
推
進
運
動
の
実
施
に
つ
い

て
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
又
は
団
体

に
対
し
、
内
閣
総
理
大
臣
が
表
彰
を
行
う

も
の
で
、
昭
和
59
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。28
回
目
と
な
っ
た
今
年
の
受
賞
者
は
、

個
人
が
１
名
、
団
体
が
７
団
体
、
地
方
公

共
団
体
が
１
団
体
、
学
校
が
３
校
、
企
業

が
１
社
の
計
13
者
・
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

【
個
人
】

○
又ま

た
よ
し吉 

康こ
う
じ
ん仁（
沖
縄
県
那
覇
市
）

【
団
体
】

○
高
松
コ
ス
モ
ス
ラ
イ
ン
運
動
推
進
協
議
会

（
秋
田
県
湯
沢
市
）

○
尺
丈
山「
百
樹
の
森
」森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会

（
茨
城
県
常
陸
大
宮
市
）

○
四よ

か
た方
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
愛
好
会（
富
山
県
富
山
市
）

○
興お

き
つ
が
わ

津
川
保
全
市
民
会
議（
静
岡
県
静
岡
市
）

○
キ
リ
ン
デ
ィ
ス
テ
ィ
ラ
リ
ー
株
式
会
社

   

富
士
御
殿
場
蒸
溜
所（
静
岡
県
御
殿
場
市
）

○
南
伊
豆
町
農
業
振
興
会（
静
岡
県
賀
茂
郡
南
伊
豆
町
）

○
蟹
江
町（
愛
知
県
海
部
郡
蟹
江
町
）

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
自
然
回
復
を
試
み
る
会 

ビ
オ
ト
ー
プ
孟も

う
こ子（
和
歌
山
県
海
南
市
）

○
世
羅
町
立
伊
尾
小
学
校（
広
島
県
世
羅
郡
世
羅
町
）

○
東
温
市
立
西
谷
小
学
校（
愛
媛
県
東
温
市
）

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
天て

ん
め
い
み
ず

明
水
の
会（
熊
本
県
熊
本
市
）

○
鹿
児
島
市
立
吉
田
北
中
学
校（
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
）

両
受
賞
者
の
詳
細
な
功
績
等
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

【
み
ど
り
の
学
術
賞
】　

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/press/
hozen/pdf/110615-08.pdf

【
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
】

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/press/
hozen/pdf/110615-09.pdf

授賞式列席者（官邸）

天皇皇后両陛下による御接見（御所）
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き
た「
木
の
文
化
」を
伝
え
る
施
設
の
一

つ
と
し
て
建
築
さ
れ
ま
し
た
。

和
田
保
育
園（
保
育
園
施
設
）

◎
所
在
地
：
富
山
県
高
岡
市

◎
主
要
樹
種
：
ス
ギ
・
米
マ
ツ
・
マ
ツ

　

保
育
園
の
改
築
に
あ
た
っ
て
、
関
係

者
や
保
護
者
か
ら
の「
幼
児
期
に
良
い

影
響
を
与
え
る
木
造
空
間
で
育
て
た

い
」と
い
う
希
望
か
ら
、
木
造
の
在
来
軸

組
工
法
で
建
築
さ
れ
ま
し
た
。

サ
テ
ラ
イ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
あ
や
め
荘
」（
保
健
施
設
）

◎
所
在
地
：
愛
媛
県
松
山
市

◎
主
要
樹
種
：
ス
ギ
・
マ
ツ
・ 

ヒ
ノ
キ

　

愛
媛
県
の
伝
統
的
建
物「
み
の
こ
造

り
」の
家
を
モ
チ
ー
フ
に
、
外
壁
は
焼
き

ス
ギ
と
漆
喰
で
仕
上
げ
ら
れ
、
地
域
の

自
然
、
風
土
、
景
観
に
溶
け
込
む
建
物

と
し
て
建
築
さ
れ
ま
し
た
。

中
土
佐
町
立
久
礼
中
学
校（
学
校
施
設
）

◎
所
在
地
：
高
知
県
高
岡
郡
中
土
佐
町

◎
主
要
樹
種
：
ヒ
ノ
キ
・
ス
ギ

　
「
子
供
達
と
自
然
と
の
距
離
は
子
供

達
と
そ
の
健
全
な
成
長
の
距
離
に
比
例

す
る
」と
の
考
え
の
下
に
、
地
域
材
で
あ

る
四
万
十
ヒ
ノ
キ
を
積
極
的
に
活
用
し

て
建
築
さ
れ
ま
し
た
。

◎特集 森のコンクール

主催：木材利用推進中央協議会
後援：農林水産省

木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
は
、
毎

年
、
優
良
木
造
施
設
コ
ン
ク
ー
ル
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
で
26
回
目
と

な
り
ま
す
が
、
昨
年
、
公
共
建
築
物
等

の
木
材
利
用
促
進
法
制
度
が
公
布
・
施

行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
全
国
か
ら
の

応
募
は
、
昨
年
度
の
ほ
ぼ
１
・
５
倍
の

１
１
２
点
に
及
び
ま
し
た
。

特
に
、
木
材
利
用
推
進
等
に
寄
与
す

る
と
認
め
ら
れ
た
優
良
な
応
募
施
設

に
対
し
て
、
農
林
水
産
大
臣
賞
１
点
、

林
野
庁
長
官
賞
４
点
等
が
授
与
さ
れ

ま
す
。

表
彰
式
は
、
７
月
26
日
（火）
に
東
京
都

江
東
区
新
木
場
の
木
材
会
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
　

農
林
水
産
大
臣
賞

亀
山
市
立
関
中
学
校（
学
校
施
設
）

◎
所
在
地
：
三
重
県
亀
山
市

◎
主
要
樹
種
：
ス
ギ
・
カ
ラ
マ
ツ

　

学
校
は
、
旧
東
海
道
の
関
宿
に
近

接
し
、「
ま
ち
づ
く
り
と
調
和
の
と
れ

た
学
校
施
設
」等
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
教
室
棟
と
管
理
棟
の
二
棟
と
そ
の

中
庭
空
間
が
、
関
宿
の
町
並
み
に
模
し

て
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
柱
に
は
地
場

産
の
ス
ギ
丸
太
や
県
産
の
ス
ギ
集
成

材
、
梁
に
は
国
産
カ
ラ
マ
ツ
集
成
材
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
多
目
的

ホ
ー
ル
は
、
樹
齢
百
年
を
超
え
る
直
径

約
50
㎝
、
高
さ
７
〜
９
ｍ
の
地
場
産
の

ス
ギ
丸
太
が
原
木
に
近
い
形
で
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

林
野
庁
長
官
賞

雲
の
上
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
展
示
施
設
）

◎
所
在
地
：
高
知
県
高
岡
郡
梼
原
町

◎
主
要
樹
種
：
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

　

町
内
の
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
森
林
か
ら
搬
出

さ
れ
た
木
材
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
施

設
は「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」、「
渡
り
廊
下
」、「
ブ

リ
ッ
ジ
」の
三
つ
に
わ
か
れ
、
伝
統
的
な

「
斗と
き
ょ
う栱
」と
い
う
木
材
表
現
を

モ
チ
ー
フ
に
し
て
、
木
材
利

用
の
取
組
を
試
し
て
み
る
な

ど
、
森
林
地
域
に
根
ざ
し
て

平成23年度

優良木造施設
の表彰

亀山市関中学校

雲の上ギャラリーブリッジ部分
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主催：GTFグレーター トウキョウ
　　　フェスティバル 実行委員会
後援：林野庁・間伐推進中央協議会    

間
伐
・
間
伐
材
利
用
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

間
伐
の
推
進
及
び
間
伐
材
の
利
用
拡
大

に
貢
献
す
る
た
め
、
そ
れ
ら
に
関
す
る

様
々
な
取
組
の
事
例
や
ア
イ
デ
ア
商
品

を
募
集
・
表
彰
し
て
い
ま
す
。

国
際
森
林
年
で
も
あ
る
本
年
は
、
Ｇ

Ｔ
Ｆ
が
主
催
す
る「
Ｇ
Ｔ
Ｆ
グ
リ
ー
ン

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
つ
ど
い
」（
８
月
20
日

（土）
・
21
日
（日）
）の
企
画
の
一
環
と
し
て
、

林
野
庁
、
間
伐
推
進
中
央
協
議
会
が
タ

イ
ア
ッ
プ
す
る
形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
21
日
は
、
朝
か

ら
小
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し

た
が
、
多
く
の
人
が
見
守
る
中
、
野
外

特
設
ス
テ
ー
ジ
に
て
各
賞
の
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

Ｇ
Ｔ
Ｆ
：
グ
レ
ー
タ
ー
ト
ウ
キ
ョ
ウ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、「
お
祭
り
と
イ
ベ
ン
ト
で
東
京
圏
の
夏
を

も
っ
と
元
気
に
！
」を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

GTF
AWARDS
2011

間伐・間伐材利用
コンクール

林野庁長官賞 受賞
共生機構株式会社
鈴木正己さん

　15年前から間伐材を活用した商
品開発に取り組んできましたが、
「間伐・間伐材利用コンクール」に
ついては、新聞の記事を見かけた
ことがきっかけで、今回、初めて
応募しました。
　これまでに治山ダム、擁壁工な
どで使用した間伐材の累積は 10万
㎥を超え、現在では年間1万㎥を超
えるまでに使用量が増えています。
　今後は、今回出展した「間伐林立
型枠工」の利用推進を図りながら、
土木現場における間伐材の使用量を
増やしていきたいと考えています。

 

林
野
庁
長
官
賞

　
共
生
機
構
株
式
会
社

　
「
間
伐
材
を
利
用
し
た

　
　

 『
間
伐
林
立
型
枠
工
と
擁
壁
工
』」

◎
間
伐
材
樹
種
：
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
マ
ツ
類

　

間
伐
林
立
型
枠
工
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
残
地
型
枠
、
補
強
土
擁
壁
工
に
間

伐
材
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、
間
伐

材
の
利
用
促
進
・
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る

だ
け
で
な
く
、
二
酸
化
炭
素
削
減
に
も

寄
与
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
間
伐
材
を

縦
に
配
置
し
た
こ
と
で
、
周
囲
の
自
然

に
溶
け
込
む
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
部
材
は

地
場
産
の
間
伐
材
を
利
用
し
、
構
造
も

簡
易
で
あ
る
た
め
、
組
立
や
部
材
が
寿

命
に
達
し
た
時
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル（
間

伐
材
の
取
替
）も
容
易
に
行
う
こ
と
が

で
き
、
よ
り
一
層
の
間
伐
材
の
利
用
促

進
が
期
待
で
き
ま
す
。

 

Ｇ
Ｔ
Ｆ
賞 

                                                                                                                                                      

木-

ｎ
ｅ
ｔ　

や
ま
な
し
推
進
協
議
会

「
山
梨
県
産
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
杉
材 

富
士
山
型
複
合
遊
具
」

◎
間
伐
材
樹
種
：山
梨
産
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
ス
ギ

　

富
士
山
型
複
合
遊
具
は
、
鳴
沢
村
の

観
光
資
源
で
も
あ
る
富
士
山
の
眺
望
を

活
か
し
、
住
民
の
要
望
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、
完
全
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
で

設
計
さ
れ
ま
し
た
。
中
山
間
地
域
の
振

興
、
環
境
教
育
、
地
産
地
消
を
目
指
す

目
的
で
、
日
本
で
初
め
て
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認

証
木
製
遊
具
製
品
と
し
て
、
屋
外
公
共

公
園
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

 

間
伐
推
進
中
央
協
議
会
賞

　
株
式
会
社
磐
城
高
箸

「
三
県
復
興
希
望
の
か
け
箸
」

◎
間
伐
材
樹
種
：
ス
ギ

　

三
県
復
興
希
望
の
か
け
箸
は
、
間
伐
材

利
用
促
進
は
も
ち
ろ
ん
、
東
日
本
大
震
災

に
お
い
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
岩
手
、

宮
城
、
福
島
の
東
北
三
県
を
盛
り
立
て
る

と
い
う
意
味
も
あ
り
、「
気
仙
杉
」、「
栗
駒

杉
」、「
磐
城
杉
」を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
磐
城
高
箸
の
高
橋
さ
ん
は

「
地
震
に
よ
る
風
評
被
害
の
影
響
が
大
き

く
、
地
元
か
ら
出
せ
る
農
林
水
産
物
が
限

ら
れ
る
中
、
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

と
考
え
、今
回
の
製
品
を
つ
く
り
ま
し
た
。

す
で
に
全
国
展
開
を
視
野
に
入
れ
た
商

品
化
が
決
定
し
て
お
り
、
売
上
の
一
部
を

復
興
支
援
に
も
活
用
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

受賞される共生機構株式会社 鈴木さん

間伐林立型枠工

三県復興希望のかけ箸

富士山型遊具受賞者の声
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林
野
庁
長
官
賞

永な
が
も
と本 

直な
お
こ子（
埼
玉
県
）

「
歩
く
と
気
持
ち
い
い
よ
。
森
を
知
る
第
一
歩
。」

　

毎
年
二
科
展
デ
ザ
イ
ン
部
に
応
募
し

て
い
る
永
本
さ
ん
は
絵
具
を
塗
っ
た
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
足
の
裏
を
モ
チ
ー
フ

に
、「
森
を
歩
く
」を
テ
ー
マ
と
し
た
ポ

ス
タ
ー
を
制
作
し
ま
し
た
。
自
然
、
太

陽
、
草
花
、
鳥
を
足
の
裏
に
描
い
た
シ

ン
ボ
リ
ッ
ク
な
表
現
に
よ
っ
て
、
コ

ピ
ー
が
十
分
に
活
か
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
本
さ
ん
は
、「
制
作
日
数
と
し
て
は

例
年
よ
り
短
か
っ
た
の
に
、
林
野
庁
長

官
賞
の
受
賞
を
知
り
、
と
て
も
驚
き
ま

し
た
。
個
人
的
に
も
山
や
森
が
好
き
で

キ
ャ
ン
プ
に
行
く
こ
と
が
多
い
の
で
、

そ
の
中
で
体
験
し
た
森
の
楽
し
さ
を
伝

え
た
い
と
思
い
制
作
し
ま
し
た
。
今
回

の
よ
う
な
ポ
ス
タ
ー
が
森
に
行
く
き
っ

か
け
の
一
つ
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

       主催：二科会デザイン部
       後援：農林水産省

二
科
展
は
、
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る

公
募
に
よ
る
美
術
展
で
、
絵
画
・
彫
刻
・

デ
ザ
イ
ン
・
写
真
の
４
部
門
が
あ
り
ま

す
。
二
科
展
デ
ザ
イ
ン
部
で
は
、毎
年
、

特
別
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
ポ
ス
タ
ー
を

公
募
し
て
い
ま
す
。今
年
は「
２
０
１
１

国
際
森
林
年
」を
テ
ー
マ
に
、「
森
林
づ

く
り
」や「
木
づ
か
い
」な
ど
森
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の

高
い
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
が
公
募
さ
れ

ま
し
た
。

応
募
作
品
は
３
５
０
作
品
に
の
ぼ

り
、
①
テ
ー
マ
と
目
的
性
②
時
代
感

覚（
今
日
性
）
③
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー

ト
性
④
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
⑤
卓
越
し

た
技
術
と
完
成
度
の
観
点
か
ら
農
林
水

産
大
臣
賞
１
点
、
林
野
庁
長
官
賞
１
点

が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

授
賞
式
は
、
９
月
３
日
（土）
、
二
科
展

が
開
催
さ
れ
て
い
る
六
本
木
の
国
立
新

美
術
館
に
お
い
て
行
わ
れ
、
プ
レ
ゼ
ン

タ
ー
を
務
め
た
末す
え
ま
つ松
林
政
部
長
は
挨
拶

の
中
で
、「
今
回
の
す
ば
ら
し
い
作
品
を
見

て
い
た
だ
き
、
森

の
こ
と
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
っ

て
く
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。」と
講
評

を
述
べ
ま
し
た
。

　
　

農
林
水
産
大
臣
賞

周す

だ田 
春は
る
な奈（
広
島
県
）

「
暮
ら
し
の
な
か
の
、
木
づ
か
い
。」

　

今
回
初
め
て
二
科
展
に
応
募
し
た
周

田
さ
ん
は
、「
森
と
と
も
に
生
き
る
」を

テ
ー
マ
に
、
身
近
に
い
つ
も
使
っ
て
い

る
ソ
フ
ァ
ー
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ポ
ス

タ
ー
を
制
作
し
ま
し
た
。
無
駄
を
排
し

た
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
な
が

ら
、
想
像
力
を
か
き
立
て
る
訴
求
力
の

強
さ
、
国
産
の
木
の
消
費
を
促
す
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
明
確
さ
が
評
価
さ
れ
、
受
賞

に
至
り
ま
し
た
。

　

周
田
さ
ん
は
、「
山
の
近
く
に
住
ん
で

い
る
こ
と
も
あ
り
、
森
の
お
か
げ
で
日

本
人
は
豊
か
に
生
き
て
い
け
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
森
が
な

く
な
る
こ
と
は
悲
し
い
と
い
う
こ
と
を

伝
え
た
く
て
今
回
の
作
品
を
制
作
し
ま

し
た
。」と
作
品
に
込
め
た
思
い
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　

周
田
さ
ん
が
在
籍
す
る
穴
吹
デ
ザ
イ

ン
専
門
学
校
で
は
、
授
業
の
一
環
で
毎

年
二
科
展
へ
応
募
し
て
い
ま
す
。
引
率

し
た
尾
崎
先
生
は
今
回
の
応
募
に
対
し

て
、「
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
勉

強
し
、
考
え
、
作
品
を
つ
く
る
と
い
う

作
業
が
、
生
徒
に
と
っ
て
い
い
経
験
に

な
っ
て
い
ま
す
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

第96回

二 科 展
デザイン部

農林水産大臣賞 周田春奈（広島）

林野庁長官賞 永本直子（埼玉）

農林水産大臣賞の周田さんを囲んで 挨拶をする末松林政部長


